
日　時　： 平成２８年９月１５日（木）

　１５：００～１７：００

場　所　： 関東森林管理局

　東京事務所　会議室

１． 開　　　会

２． 議　　　事

（１） 木材の需給動向について

① 木材の需給、価格等の動向

② 関東局における国有林材の供給状況

（２） 国有林材供給調整の必要性について（審議）

３． 閉　　　会
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平成２８年度 第２回関東森林管理局国有林材供給調整検討委員会 議事概要 

 

１．開催日時・場所 

平成２８年９月１５日（木）１５：００～１７：００ 

関東森林管理局 東京事務所会議室 

 

 

２．検討結果 

需給動向や各委員からの状況報告等を総合的に勘案した結果、現時点において国有林材の供給

調整を実施する必要はない。 

 

 

３．主な意見 

（１）需給動向について 

 

○栃木県ではこれまで製材品価格が保合で推移していたが、原木の供給が増えないため製材品

価格が上昇している。しかしこれから伐採シーズンに入るので、需要に応えられる供給態勢

が取られるものと考えている。 

 

○合板用カラマツ材、バイオマス燃料材について不足の懸念がある。 

 

 ○住宅着工戸数は増加傾向にあり、建築向け木材需要も堅調である。ただ、この需要増は大手

ハウスメーカーに偏っており、国産材を多く用いる地方の中小工務店までは仕事が回ってい

ない。中小工務店の受注が増加に向かえば、国産材需要増に結び付くので今後が注目される。 

 

 

（２）各委員からの状況報告等について 

 

 ○公共建築物の木質化を始めとした政策により木材需要は創出されているが、供給側がそれに

対応できるか不安がある。他社と協働して、木材業界全体で信頼に応えられるよう頑張って

いきたい。 

 

 ○木材の使用により森林が守られることが伝わっていない。特に若者への、森林の公益的機能

に関する啓発が必要と感じる。 

 

 ○ヒノキの需要開拓について土台材が考えられるが、現状主に使われているベイツガをヒノキ

に転換する必要がある。そのためには市場頼みではなく、自社による営業努力が必要。 

 

 


